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２０１２年１月１日 主日礼拝  《元旦初詣礼拝》       

 

司  会                ②右沢兄    ③三畑元長老 

奏  楽 

祈  祷                                                         ②川村師 

 

賛  美     新聖歌２０番  （主の真実は）          （聖歌２３２番） 

（栄光の雲が宮に満ちて） 

主の祈り 

 

聖  書                                                                                                                                                                                            エペソ人への手紙４章２２～３２節                                                              

音  楽                                                                                                                                                                                                                   佐佐木ジョシュア先生（演歌） 

                                                                                                                                                                       

メッセージ                                                                                                                                                                                                                                                                                                            「  心の優しい人になろう！」                                                                             大川従道牧師 

 

賛  美  聖歌２２９番  （献金） 

頌  栄  聖歌７００番  アーメン 

祝  祷 

           ③日本舞踊「神は愛なり」（奥野真弓姉） 

 

  謹賀新年！！  主の祝福を心からお祈り致します 
２０１２年 元旦 大和カルバリーチャペル 

                                                                                      主任牧師 大川従道・道子 

                                 スタッフ一同 
 

【大和ニュース】  

・ 本日昼１時半から「元日賛美の会」があります。主を賛美し、楽しみましょう。 
 
・ 今週は聖餐式祈祷会です。最善の努力をもって出席しましょう。水曜夜と木曜朝。 

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時～１０時半。説教は大塚伝道師。按手祈祷大川師。 

・ 週末礼拝は、土曜夜６時から。説教は坪井副牧師。 

* 来週の日曜礼拝（第３）には、ベアンテ・ボーマン師が来られます。独奏と説教。 

  「新春コンサート」は昼２時から。前座は福音漫才とスキット「おルツ物語」。 

* 来週は「成人式祝賀礼拝」です。成人者は担当伝道者に申し出て下さい。 
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石の枕  
  

 
 “門松は冥土（めいど）の旅の一里塚 めでたくもありめでたくもなし” 

有名な狂歌、一休さんの作である。門松は、新年に、歳神を迎える行為 
として家々の門口に立てて飾る松であるから、クリスチャンの家庭がしないのは 
当然。しかし玄関の内外をリースのようなお飾りでオシャレするのはとてもよい。 
 一休さんが、正月に浮き足立っている人々を見て、歳をとるということは、 
死に近づくことでもあるから「めでたくもない」ことも知るべきとの警句。 
 マザーテレサは「死もまた美しい」と言った。三浦綾子さんは「死は神様からの 
最高の贈物」と語った。 死に会う備え、主に会う備えをおこたりなく！ 
 
 次は大川牧師の無名の狂歌。  “神よみたもう 七十歳の狂い咲き” 
 私は今月、古稀を迎える。杜甫の言に「人生七十古来稀」というのがあるが、 
こんなに長く生きられるとは、絶対に神の不思議なご計画の中にあると信じる。 
 東京生れの私は、東京空襲から免れ、４０才のとき、インドネシアでマラリアに 
かかり生死の境をさ迷い、３年前は心筋梗塞（神近拘束）で皆様にご心配を 
おかけしましたが（まだ薬は飲んでおりますが）もう何をしても大丈夫！とお医者 
様の御墨付をいただき、なんか４つ目のドクターディグリーを受けた気分です。 
皆様のお祈りを心から感謝しています。 
 年末に「見ゆるところによらず、信仰によって歩みなさい」と主の聖言葉をいた 
だきましたので、大きなことに挑戦します。 Your vision is your future！ です。 
「若者は幻を見、老人は夢を見る」と聖書にありますが、若者でも老人でもない
人は、夢と幻の両方を心に持って、真剣に不可能と思えることにチャレンジして
下さい。あなたの信じるように成ります!! 祈れ、祈れ、祈れ!!   

 

 昨年は未曾有の大災害で悲しみの年でしたが、今年は未曾有の恵みの年、 
今までに体験したことのない大きな祝福にあずかれると確信しています。そのため 
にも、日曜礼拝が生活の中心です。主を礼拝する心を忘れないで、出来るだけ 
の努力をして、せめて聖餐式祈祷会には出席しましょう。一日一章でも聖書を 
読み、祈る習慣をつけると「あなたの１５分が、一生を決定します」の榎本保郎 
語録の秘密を味わえるでしょう。 

ともかく、信仰を新たに！主を仰いで！心の優しい人になりましょう！ 
 
 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：マタイ１章～６章   B コース：創世記１章～１９章 


